
平成26年度 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」
【事業期間：平成26年度～平成30年度（5年間）】

とくしまを学び、協働で創生する。
四国大学大学COC事業SUDAchiプロジェクト！

勝浦地区スーパーサテライトオフィス開所式を実施　（2017.11.24）

新あわ学研究所特別講演会を開催 　　　　（2017.12.16）

第1回あわ検定及び記念講演会を実施　（2018.  2.25）

四国大学地域貢献活動等優秀賞表彰式を実施　（2018.  3.12）

「 」＝Shikoku University Dream Achievement：四国大学夢実現
全学的な推進組織の体制を整備し、地域課題の解決に向けたカリキュラムの
充実を図り、特色ある“地域貢献型人材”を育成します。

SUDAchiプロジェクトとは？地域教育・連携センター　SUDAchi推進室
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先進的地域貢献大学を目指して
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平成30年度

・第8回　地域活性化フォーラム　12月（予定）

・外部評価委員会注）による最終評価実施　12月（予定）

・第2回　あわ検定実施　2月（予定）

SUDAchi Event NEWS
（徳島県美馬市脇町）

　平成29年11月24日（金）、勝浦町地域活性化センター「レ
ヴィタかつうら」において、勝浦町の協力のもと「四国
大学勝浦地区スーパーサテライトオフィス（SSO）」の開
所式が挙行されました。開所された勝浦地区SSOを活動拠点に、今後、学生
の柔軟な発想に基づくフィールドワーク、地域貢献活動や教員の研究活動を通
して、勝浦町のさまざまな課題の解決、地域の再生・活性化に繋がっていくこ
とが期待されます。

開所にあたって
勝浦町地域おこし協力隊、四国大学特別連携コーディネーター

平瀬 彰人

勝浦地区スーパーサテライトオフィス開所式
（2017.11.24）

　四国大学は、平成26年度に文部科学省「地（知）の拠点整備事業（CОC事業）」
の採択を受け、平成26年11月10日に美馬市脇町にある市民サービスセンター（旧脇町
庁舎）内に美馬市のご協力を得て西部地区スーパーサテライトオフィス（SSO）を開設し
ました。四国大学初となる SSO開設以来、学生・教員と地域住民等との地域連携活
動の拠点として多くの活動を行ってきました。この度、平成30年5月に市民サービスセン
ターが新しく開所される「美馬市地域交流センター」へ移転することに伴ない、SSOも
移転させていただくことになりました。地域連携活動のさらなる拠点としてスタートとし
ます。

西部地区スーパーサテライトオフィスの移転について
総務・企画部　参事　石田　義夫

文部科学省支援の事業として大学と地域社会が連携し、全学的に地域に志向
した教育・研究・社会貢献を進める「地域のための大学」を支援することで、
地域コミュニティの中核的存在として大学づくりを目指すものです。

大学COC（Center OF Community）事業とは？

注）外部評価委員会：四国大学大学COC事業外部評価委員会



新あわ学研究所特別講演会 活動報告 （2017.12.16） 第1回あわ検定及び記念講演会を実施 （2018.2.25）

　新あわ学研究所は、新たな視点に立って徳島、阿波の文化を創造する
ため全学の研究分野を融合し、調査・研究活動を行うことを目的に、平
成29年 6月 1日に設立されました。特に徳島の伝統文化・産業である阿
波藍の科学的分析等の研究活動を主体に徳島の豊かな自然や歴史、伝
統文化や伝説・若者文化などを含む新時代の徳島の文化を創造し、積
極的な情報発信活動を行うことにより、地域の活性化に貢献することを
目指しています。さらに、大学の研究ブランディングの構築を図るため、
藍に関する産学公連携研究事業、地域自治体との教育・研究連携活動
など、学外を含む各種研究プロジェクトを積極的に推進しており、これ
までなかった大学横断的・融合的な研究展開が期待されます。

地域の魅力を発掘・発信する「新あわ学研究所」の目指すもの
四国大学長、SUDAchi推進室長　松重　和美

平成29年度　四国大学地域貢献活動等優秀賞　表彰式について （2018.3.12）

　本学では、地域教育を体系的に整え、平成29年度から新たな「四国大学地域教育プログラム」を実施・スタートさせ
ました。プログラムの一つとして、学生自らが地域への貢献活動やボランティア活動などに積極的に参加することを薦め、
それらを評価し、特に優れた活動を表彰する制度を設けました。平成29年度は 6 名の学生を地域貢献活動等優秀賞に決
定し、平成30年 3月12日に、地域貢献活動等優秀賞
表彰式を行いました。
　
＜受賞者一覧＞
経営情報学部メディア情報学科 3年　中川　湧登氏
生活科学部児童学科 3年　　　　　　髙島　佐紀氏
生活科学部児童学科 3年　　　　　　田村　友舞氏
生活科学部児童学科 3年　　　　　　三栖亜里紗氏
生活科学部児童学科 4年　　　　　　早川　大河氏
生活科学部児童学科 4年　　　　　　吉田　健悟氏

　藍は、染料や生薬として古くから利用されていました。染料と薬効が結びついたもの
には、藍以外にもいくつかあります。しかし、その薬効について科学的根拠を示す論
文はありません。最近の研究では、藍の機能性として、抗酸化、抗炎症、抗ピロリ菌、
抗ガン作用を示すことが報告されておりますが、いずれも試験管内での結果です。私
どもは、藍の機能性を確認するため、実験用動物を用いて生体内での影響を観察しま
した。その結果、腹腔内脂肪重量の減少や、脂肪肝の改善、血清脂質、グルコース
の減少に藍の成分が関わっていることを見出しました。

阿波食用藍の可能性 ―生活習慣病予防の観点から―
四国大学生活科学部管理栄養士養成課程　近藤　真紀

　四国四県をめぐる弘法大師空海の遍路は、今日では日本文化遺産に認定されていま
す。円遊形の1,400キロにおよぶ世界一の巡礼道です。また、徳島県知事はじめ四県
の合同提案で10年前から国の審議を待っています。さらに、各県で国宝と同等の史跡
の指定を行っています。88ヶ所の寺院を中心に多くの課題を世界遺産推進協議会の構
成員として、四国大学は懸命の努力をつづけています。遍路者数も最近では外国人も
多く加わり20万人と増加傾向にあります。

四国遍路と世界遺産について
四国大学文学部日本文学科　真鍋　俊照

　平成30年 2月25日（日）に、四国大学共通講義棟 R 館において「第
1回あわ検定」及び記念講演会を実施しました。「第1回あわ検定」では、
175名の申し込みがあり、160名の方が受検されました。さらに、記念
講演会では、98名の来場者がございました。あわ検定実行委員会とし
まして、検定実施準備、検定当日の実施等と、不慣れなことで不行き
届きの点が多々ありましたこと、ご容赦いただければ幸いです。平成
31年度実施予定である、「第 2 回あわ検定」に向けて、さらに実施内
容の改善を進め、広報活動を着実に進めてまいります。今後ともさら
なるご支援の程よろしくお願い致します。

「第１回あわ検定及び記念講演会」を実施して
四国大学地域連携コアコーディネーター　峪口　有香子わ

検 定
あ

13:00～14:00（受付12:30～）

日2
平成30年

25
四国大学 共通講義棟（Ｒ101講義室）
　　　（徳島市応神町古川字戎子野123－1）

■　会場╱

■　申込期限╱

■　内容╱

　　　検定合格者には、合格証、合格バッジ、
　　くーぽん丸を郵送します。

■　合格証明╱

検定料
無料

①　申込書
②　おどる宝島パスポートの押印ページのコピー又は徳島県内博物

館施設等の入場券の半券のコピー（受検申込書に押印・貼付可）
③　長3封筒（返信用封筒）に受検者の住所・氏名を記入し、82円切

手を貼付

〒771-1192　徳島県徳島市応神町古川字戎子野 123-1
　　　　　　 四国大学　SUDAchi推進室　「あわ検定」実行委員会
E-Mail：sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp  TEL ：088-665-9953

次の 3 点を下記の宛先まで同封いただくか、ご持参ください。
受付完了後、受検票・検定の案内を送付します。

主　催／四国大学SUDAchi推進室「あわ検定」実行委員会
後　援／徳島県・徳島県教育委員会・徳島市・徳島市教育委員会・美馬市・勝浦町・

美波町・徳島新聞社・産経新聞社徳島支局・朝日新聞徳島総局・毎日新聞
徳島支局・読売新聞徳島支局・四国放送・NHK徳島放送局・公益財団法人
徳島県勤労者福祉ネットワーク

協力団体／徳島県立文書館・徳島市立徳島城博物館・徳島大学・徳島新聞社・徳島経済
研究所・四国電力株式会社徳島支店・株式会社あわわ・公益社団法人徳
島県物産協会・日和佐まちおこし隊・とくしま観光ガイドボランティア
会・徳島ツーリズム協会・徳島日本ポルトガル協会・株式会社昭和堂

第1回

●　日　　時　平成30年2月25日（日） 14：10 ～ 15：00

●　会　　場　四国大学　共通講義棟（Ｒ201講義室）

●　参 加 費　無料　　　　

●　事前申込不要　定員　300名

［プログラム］
1.開会挨拶 佐藤一郎（学校法人四国大学理事長）

2.記念講演　『新しいあわ文化をつくる』
 松重和美（四国大学長）

3.記念講演　『徳島の魅力を発見しよう！』
 荒木光二郎（公益財団法人徳島経済研究所専務理事）

4.閉会挨拶 石田義夫（四国大学総務企画部参事）
※あわ検定、記念講演会いずれかの参加でも、両方参加していただいてもかまいません。

申 込 方 法

申込宛先

「あわ検定」は、徳島の歴史・文化・自然・産業・くらしなどにつ
いて深く掘り下げるとともに、その魅力を再発見・再認識して
いただき、さらに観光振興にもつなげ、徳島の活性化を図るこ
とを目的とした検定です。

記念講演会

■　受験資格╱

・　平成30年1月31日（水）当日消印有効
・　定員　約200名（先着順）

・　徳島県の歴史・文化・自然・産業・くらし
等に関する知識を検定します。

・　検定問題は四者択一方式で50問中
6割以上で合格とみなします。

・　「おどる宝島パスポート」に
スタンプ押印1つあればOK

・　年齢不問
・　徳島県内博物館施設等の入
場券の半券でも「スタンプ押
印1つ」と、みなします。
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研究所・四国電力株式会社徳島支店・株式会社あわわ・公益社団法人徳
島県物産協会・日和佐まちおこし隊・とくしま観光ガイドボランティア
会・徳島ツーリズム協会・徳島日本ポルトガル協会・株式会社昭和堂

第1回

●　日　　時　平成30年2月25日（日） 14：10 ～ 15：00

●　会　　場　四国大学　共通講義棟（Ｒ201講義室）

●　参 加 費　無料　　　　

●　事前申込不要　定員　300名

［プログラム］
1.開会挨拶 佐藤一郎（学校法人四国大学理事長）

2.記念講演　『新しいあわ文化をつくる』
 松重和美（四国大学長）

3.記念講演　『徳島の魅力を発見しよう！』
 荒木光二郎（公益財団法人徳島経済研究所専務理事）

4.閉会挨拶 石田義夫（四国大学総務企画部参事）
※あわ検定、記念講演会いずれかの参加でも、両方参加していただいてもかまいません。

申 込 方 法

申込宛先

「あわ検定」は、徳島の歴史・文化・自然・産業・くらしなどにつ
いて深く掘り下げるとともに、その魅力を再発見・再認識して
いただき、さらに観光振興にもつなげ、徳島の活性化を図るこ
とを目的とした検定です。

記念講演会

■　受験資格╱

・　平成30年1月31日（水）当日消印有効
・　定員　約200名（先着順）

・　徳島県の歴史・文化・自然・産業・くらし
等に関する知識を検定します。

・　検定問題は四者択一方式で50問中
6割以上で合格とみなします。

・　「おどる宝島パスポート」に
スタンプ押印1つあればOK

・　年齢不問
・　徳島県内博物館施設等の入
場券の半券でも「スタンプ押
印1つ」と、みなします。



平成26年度 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」
【事業期間：平成26年度～平成30年度（5年間）】

とくしまを学び、協働で創生する。
四国大学大学COC事業SUDAchiプロジェクト！

勝浦地区スーパーサテライトオフィス開所式を実施　（2017.11.24）

新あわ学研究所特別講演会を開催 　　　　（2017.12.16）

第1回あわ検定及び記念講演会を実施　（2018.  2.25）

四国大学地域貢献活動等優秀賞表彰式を実施　（2018.  3.12）

「 」＝Shikoku University Dream Achievement：四国大学夢実現
全学的な推進組織の体制を整備し、地域課題の解決に向けたカリキュラムの
充実を図り、特色ある“地域貢献型人材”を育成します。

SUDAchiプロジェクトとは？地域教育・連携センター　SUDAchi推進室
〒771-1192　徳島県徳島市応神町古川字戎子野123-1
Tel　088-665-9953　FAX088-665-9983
E-mail　sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp

先進的地域貢献大学を目指して
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平成30年度

・第8回　地域活性化フォーラム　12月（予定）

・外部評価委員会注）による最終評価実施　12月（予定）

・第2回　あわ検定実施　2月（予定）

SUDAchi Event NEWS
（徳島県美馬市脇町）

　平成29年11月24日（金）、勝浦町地域活性化センター「レ
ヴィタかつうら」において、勝浦町の協力のもと「四国
大学勝浦地区スーパーサテライトオフィス（SSO）」の開
所式が挙行されました。開所された勝浦地区SSOを活動拠点に、今後、学生
の柔軟な発想に基づくフィールドワーク、地域貢献活動や教員の研究活動を通
して、勝浦町のさまざまな課題の解決、地域の再生・活性化に繋がっていくこ
とが期待されます。

開所にあたって
勝浦町地域おこし協力隊、四国大学特別連携コーディネーター

平瀬 彰人

勝浦地区スーパーサテライトオフィス開所式
（2017.11.24）

　四国大学は、平成26年度に文部科学省「地（知）の拠点整備事業（CОC事業）」
の採択を受け、平成26年11月10日に美馬市脇町にある市民サービスセンター（旧脇町
庁舎）内に美馬市のご協力を得て西部地区スーパーサテライトオフィス（SSO）を開設し
ました。四国大学初となる SSO開設以来、学生・教員と地域住民等との地域連携活
動の拠点として多くの活動を行ってきました。この度、平成30年5月に市民サービスセン
ターが新しく開所される「美馬市地域交流センター」へ移転することに伴ない、SSOも
移転させていただくことになりました。地域連携活動のさらなる拠点としてスタートとし
ます。

西部地区スーパーサテライトオフィスの移転について
総務・企画部　参事　石田　義夫

文部科学省支援の事業として大学と地域社会が連携し、全学的に地域に志向
した教育・研究・社会貢献を進める「地域のための大学」を支援することで、
地域コミュニティの中核的存在として大学づくりを目指すものです。

大学COC（Center OF Community）事業とは？

注）外部評価委員会：四国大学大学COC事業外部評価委員会


